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１ 目的 
 

 本マニュアルは、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  静岡支部 東海職業能力開発

大学校附属浜松職業能力開発短期大学校（以下、当校）において、地震、火災及び台風などの災害

が発生した際、訓練受講者及び職員などの人命を守ることを一番の目的として、災害発生時に「誰

が」「何を」「どのように対応するか」についての指針を示すものであること。 

 
２ 想定される自然災害 
 

東海大地震発生の切迫性 

東海地震は、駿河湾から静岡県の内陸部を震源域とするマグニチュード８クラスの巨大地震で、そ

の発生の切迫性が指摘されています。駿河湾内にある駿河トラフから四国沖にある南海トラフにかけ

てのプレート境界では、過去１００年～１５０年おきに岩盤がくずれ、巨大地震が繰り返し起きていま

す。 

前回の地震、東南海地震（１９４４年）、南海地震（１９４６年）の際には、南海トラフ沿いの岩盤だけ

がずれて、駿河トラフ沿いの岩盤はずれずに残っており、駿河トラフ周辺の部分の岩盤は１５０年以上

もずれていないことになり、東海地震はいつ起こってもおかしくない切迫した状況にあります。 

  

引用：「国土交通省 気象庁ＨＰ（https://www.jma.go.jp/）」↑↓  

 

https://www.jma.go.jp/
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防災に関する情報収集 

地震・洪水・土砂災害情報ホームページ 二次元コード 

地震調査研究 

推進本部事務局 

地震動予測地図ほか、地震に係る様々な情報 

 
https://www.jishin.go.jp/ 

気象庁 

全国の気象警報・注意報、地震情報、津波警報、東海

沖地震情報など 

 
http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

国土交通省 

川の防災情報 

全国の主な河川の水防警報、洪水予報など 

 
http://www.river.go.jp/ 

静岡県 

防災・緊急情報 

静岡県の防災情報 

 
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/index.html 

浜松市防災情報 

浜松市の気象警報・注意報など 

 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/bosai/bosai/

index.html 

 

 

 

 

 

 

３ 施設内における危険箇所 
 

危険箇所 

地震の場合 

場所 学生寮にはボイラー室があり、Ｃ棟の西側には酸素ボンベ保管庫、北側にはアセチレン

保管庫がある。 

 

火災の場合 

場所 Ｃ棟の西側には危険物保管庫があり、灯油等が保管されている。 

 

台風の場合 

場所 Ｃ，Ｄ棟間渡り廊下は低地になっており、浸水の恐れがある。 

（２０２１年、Ｃ，Ｄ棟周辺に浸透桝を設置） 
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４ 地震等（津波）発生時の対応フロー 
 

 
 

 
    

 

 

  

    

 
  

   

  

 

   

  

 
   

   

 
 

勤務時間外 勤務時間内 

家族の安否確認 
学生が在校 

している 

学生が在校 

していない 

家族の安否が確認され､ 

かつ現地対策本部が設置 

された場合には､公共交通 

機関等を勘案し､原則､浜松

短大へ集合する｡ 

担任等職員は､学生の

所在を確認し､ 

避難誘導準備をする｡ 

全職員は､ 

避難準備をする｡ 

火災等の状況に応じて管理職（自衛消防隊長等） 

は判断し、校内グラウンドへ避難指示を開始する。 

（津波の場合Ⅰ号館４階へ避難をさせる。） 

各職員は自衛消防隊の役割を着実に行う。 

担任による学生の点呼・安否確認を行い、担任 

から管理職へ報告する。その後安全が確認される 

まで、学生を保護し、公共交通機関等の運行状況 

等を勘案し、状況に応じて原則、保護者に連絡し 

学生を迎えに来ていただく。 

学校地震災害対策本部を設置 
 

建物等被害状況、周辺の情報収集等を行う。 

【設置メンバー】 

（本部長：校長）（副本部長：能力開発部長） 

（本部員：調査役・学務援助課長） 

（本部員：総務担当・学務係長） 

【設置する必要がある場合の条件】（本部からの指示有り） 

※東海地震予知情報・注意情報が発令された場合でかつ 

大規模な地震（目安震度５強以上）が発令された場合 
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地震発生時の対応 

 
基本行動 

一次避難時 

・ヘルメットを着用する。転倒物、落下物のある場所から離れる。 

・丈夫なテーブル、机の下に身を隠してしばらく様子を見る。 

・あわてて外に飛び出ない。揺れが収まってから外の様子を確認して外に出る。 

（ブロック塀、ガラスの飛散などに注意） 

・出入口を開けて避難口を確保する。 

・避難経路を確認（火災、転倒及び損壊など）する。 

・「９ 災害時の自衛防災組織体制」＜Ｐ１２＞の要員は、任務に就く。 

・火を見つけたら、「６ 火災発生時の対応」＜Ｐ９＞に基づき、周囲に声を掛け合い協力して初期

消火を行うとともに、自衛防災組織による消火活動を行う。 

・ガスの元栓などを締める。 

・ケガ人の確認をする。 

 

※屋外避難場所への移動については、後述「７ 避難場所への移動」＜Ｐ１０＞を参照すること。 

 

各場面における行動 

訓練中 

・訓練受講者全員に危険箇所から離れ、机の下に身を隠すよう促す（確認と声掛け）。 

・機器の騒音などがある場合には、特に留意して確認と声掛けを行う。 

・機器の電源（ブレーカ）などを落とす。 

・火気（ガスボンベ）の元栓を締める。 

・工具倉庫、資材保管庫などにいる場合は倉庫から避難する。 

・揺れが収まった後、避難場所へ誘導する。 

 

接客中 

・地震の発生を伝え、机の下などに身を隠すよう促す。 

・揺れが収まった後、相談・申請書などを一旦来客者に返還し、避難場所へ誘導する。 

 

外出中 

・建造物、ブロック塀及び電柱などの倒壊の恐れのある場所から離れる。 

・ガソリンスタンド、ガスボンベなどの火災のおそれのある場所から離れる。 

・広い場所などの安全な場所に避難後、担当課長などに連絡する。 

・車を運転中の場合は、勝手な走行をせず、走行できない場合は左に寄せて停車する。 

・車を離れる場合は、キーを付けた状態でドアロックもしない。 
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５ 津波発生時の対応 
 

基本行動 

津波発生時 

・津波警報等を待たずに、可能な限りより早く、より高い場所へ避難する。 

・事前に避難場所・避難経路を定め、地図上に避難経路を明記し、誰もが確認できる場所に掲示

しておく。 

・実際に避難場所までの移動時間を把握し、避難指示を出す際の参考とする。 

（参考）秒速１ｍ（分速６０ｍ）を目安とし、２ｋｍ離れた避難場所への移動に要する時間は、概ね

３０分程度と想定する。 

・車などを使用して外部に避難することは避ける。（交通渋滞等で避難が遅れる恐れがあるた

め。） 

・河川、水路及び水辺には近づかない。 

 

 

各場面における行動 

各種支援サービス実施中／訓練中 

・利用者全員に慌てず、押しあわず、落ち着いて避難するよう声掛けの上、避難場所へ誘導す

る。 

・地域障害者職業センターにおいては、個々の利用者の障害を踏まえつつ、利用者がパニックに

ならないよう避難場所へ誘導する。 

 

接客中 

・相談等を中断し、避難場所へ誘導する。 

 

外出中 

・車を運転中の場合は、道路の左側に停止させる（可能であれば道路外が望ましい）。 

・車を離れる場合は、キーを付けた状態でドアロックもしない。 

 

 

参考 

２０１１．３．１１ 東日本大震災において〈職業訓練センター〉 

・大地震発生から津波襲来の間に、帰宅を希望する訓練生がいた。 

⇒情報収集及び報告などの手順、待機の判断など訓練受講者からの要望やハプニングへの対

応に備えること。 

・大津波警報が出されたため、現場の判断により丈夫な３つの棟の上階に避難した。 

⇒津波発生時の避難場所（施設内・外）の周知及び掲示が必要であること。 

⇒緊急時の避難場所として屋上を設定する場合で常時鍵をかけている場合には、すばやく鍵を

開けられるよう鍵の置き場を把握しておくこと。 
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６ 火災発生時の対応 
 

基本行動 

初期消火 

・火災を発見した場合は、大声で周囲の人に知らせる。 

・学務援助課（長）に連絡する。（１１９番通報を行い、消防車、救急車の出動を要請する） 

・火災が大きくならないように初期消火に努める。（消火器、消火栓、水バケツなど） 

・初期消火が不能の場合は、窓を締め、ハンカチなどで口を押さえて避難する。 

・「９ 災害時の自衛防災組織体制」＜P１２＞の要員は、任務に就く。 

・自衛防災組織による消火活動を行う。 

 

※屋外避難場所への移動については後述「７ 避難場所への移動」＜Ｐ１０＞参照 

 

各場面における行動 

訓練中 

・訓練受講者全員に慌てず、押しあわず、落ち着いて避難するよう声掛けの上、避難場所へ誘導

する。 

 

接客中 

・相談等を中断し、書類を一旦来客者に返還し、避難場所へ誘導する。 

 

 

 

 
 

相模原市ホームページ「防災ガイドブック」より引用 
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７ 避難場所への移動 

 （職員、学生） 
 

地震、火災時の避難場所→原則、グラウンド 

津波警報発令時の避難場所→原則、Ⅰ号館４階、Ⅲ号館３階、学生寮３階 
                                        

基本行動 

避難時 

・「１８ 緊急時持ち出し品」＜Ｐ２５＞及び貴重品等の持ち出し品について確認する。 

・「９ 災害時の自衛防災組織体制」＜Ｐ１２＞の隊長・副隊長等の指示により、避難誘導係の誘

導のもと、速やかに決められた避難場所へ避難する。 

・火災又は地震の場合は、避難指示に従い、冷静に行動し、屋外（グラウンド）に避難する。 

・洪水又は津波警報の場合は、避難指示に従い、冷静に行動し、高所（Ⅰ号館４階 及び Ⅲ号館

３階）に避難する。 

・あわてて出入口や階段に殺到せず、冷静に行動する。 

・身軽に行動できるよう荷物は必要最小限にとどめ、背負うなどして両手は空ける。 

避難後 

・安否確認（人数確認）を行い校長へ報告する。（Ｐ１２災害時の自衛体制に基づき報告） 

・インターネット、テレビ、ラジオ及び防災機関からの情報で行動し、ＳＮＳなどのデマに惑わされな

いよう注意する。（不正確な情報を投稿、拡散して、不安をあおらない） 

・自宅などに安否確認の連絡をする。 

・上司から「帰宅可」の指示が出され、帰宅可能な場合は帰宅する。帰宅後、家族・住居の状況、

出勤の可否及び避難先等を上司に報告する。 

 

各場面における行動 

訓練中 

・避難後の安否確認（人数確認）に使用する名簿を忘れない。 

・落ち着いて、訓練受講者全員を避難誘導（確認と声掛け）する。 

・在職者訓練受講者など、施設内の建物に不慣れな方の誘導には配慮（確認と声掛け）する。 

外出中 

・土地勘が無く、避難場所が不明の場合は、周りの人に聞いて避難する。 

地域が指定する避難場所の場合（※） 

・近隣住民等が避難して来た場合は、速やかに避難場所へ誘導する。 

 

（※）浜松市が指定する津波避難ビル 

当校の「Ⅰ号館３階及び４階、Ⅲ号館３階」については、平成２７年８月に当校周辺の地域の皆さ

まが津波の際に避難するビル（避難場所）として浜松市より指定されました。 

津波発生時に、地域住民の方が避難して来た際には、職員及び学生は速やかに、上記に記載し

ているとおり、「Ⅰ号館３階及び４階、Ⅲ号館３階」に避難誘導を行う。 
 

○非常時のサイレン吹鳴パターン 

・津波注意報 → １０秒吹鳴・２秒休止 → ９回繰返し 

・津 波 警 報 →  ５秒吹鳴・６秒休止 → ９回繰返し 

・大津波警報 →  ３秒吹鳴・２秒休止 → ９回繰返し 

※津波警報、大津波警報発令時は、車両広報はありません。  
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８ 洪水又は台風などの水害時の対応 
 

 

日頃の備え 

事前対策 

・洪水や台風による被害は、地震等の突発的な災害とは異なり、気象情報の確認や、施設の立

地状況等からある程度予測が可能であることから、ハザードマップなどを確認し、危険地域に指

定されている場合は、事前に避難場所・避難経路を定め、地図上に避難経路を明記し、誰もが

確認できる場所に掲示しておく。 

・水害に対する避難訓練を将来的に実施する。 

・低地・くぼ地で浸水が心配される場所には土のう用の袋などを用意する。 

・暴風により飛ばされそうな物がないかを確認する。（ごみ箱、喫煙所の灰皿など） 

・側溝に木の葉などがつまっていないかを確認する。 

 

 

基本行動 

洪水警報発令時 

・気象情報等の情報収集に努め、状況に応じて、早めに自宅に帰宅させるか、庁舎内で待機させ

るか判断し、職員及び利用者に伝達する。 

・河川、水路及び水辺には近づかない。 

・避難勧告等を踏まえ、（場合によっては避難勧告を待たずに）避難する。 

 

 

各場面における行動 

訓練中 

・利用者全員に慌てず、押しあわず、落ち着いて避難するよう声掛けの上、避難場所へ誘導す

る。 

 

接客中 

・相談等を中断し、書類を一旦来客者に返還し、避難場所へ誘導する。 

 

外出中 

・車を運転中の場合は、道路の左側に停止させる（可能であれば道路外が望ましい）。 

・車を離れる場合は、キーを付けた状態でドアロックもしない。 
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９ 災害時の自衛防災組織体制 
 

隊長 校長  状況の全体掌握・全般の指導 

副隊長 能力開発部長  

総務担当調査役  

隊長の補佐（隊長不在時は任務を代行） 

隊長の補佐 

通報連絡班 学務（班長）  

学務  

総務  

学務  

生産  

電ｴﾈ  

電ｴﾈ  

電情  

１ 情報の収集と伝達 

２ 消防機関等への連絡 

３ 防災隊各班との連絡調整 

４ 学生等への周知 

５ 防災備蓄品の確認 

６ 災害状況の記録及び報告 

消火班 学務（班長） 

総務  

総務  

援助  

生産  

電ｴﾈ  

電情  

１ 消防用設備等の点検と保安 

２ 危険物の点検と保安 

３ 消火器等による消火活動 

４ 消防隊との連携と補佐 

避難誘導班 学務援助課長（班長）  

総務  

援助  

生産  

生産  

電ｴﾈ  

電情  

１ 学生等への案内及び避難誘導 

２ 非常口の開放及び開放性の確認 

３ 避難設備器具の設定 

４ 避難障害物の排除 

５ 逃げ遅れ者等の確認と報告 

６ 警戒区域の設定 

安全防護班 総務（班長）  

生産  

電情  

１ 火気等の遮断の確認 

２ 非常用電源の点検 

３ 危険物の点検と保安 

４ ボンベ及び燃料タンクの固定 

５ 緊急持出品の搬出 

救護班 援助（班長）  

総務  

学務  

援助  

電ｴﾈ  

電情  

１ 転倒、落下物等の点検確認 

２ 応急救護所の設置 

３ 負傷者の応急処置 

４ 医薬品の補給 

５ 救急隊との連携と補佐 

 

  



13 

１０ 災害対策本部の設置及び業務継続について 
 

災害が発生した場合には、利用者及び職員の安全の確保を大前提とした上で、可能な限り業務

継続を図ることにより、利用者等への影響を最小化し、当機構のミッションである雇用のセーフティネ

ットとしての責務を果たすこと。 

 

災害対策本部の設置（Ｐ６参照） 

・災害の程度により、機構の災害対策本部の本部長（理事長）の指示により、施設に現地対策本

部が設置される。その場合、施設長を現地本部長とした現地対策本部は、原則として対策本部の

指示を受け必要な措置を行うこと。 

 

（「災害対策本部の設置について（平成２７年３月２７日付け２６高障求理発第３３７号）」参照） 

 

災害発生後の業務継続について 

・災害発生後の業務については、利用者及び職員の安全の確保を大前提とした上で、施設の被災

状況等を踏まえつつ、できる限り継続するとともに、やむを得ず中断した業務についても、速やか

に再開する。 

特に、職業リハビリテーション業務及び職業訓練業務については、労働局等の行う職業紹介業

務と十二分な連携を図って対応する必要があることから､労働局等と調整の上､業務継続を行う｡ 

・災害発生に伴う各種業務に係る取扱いが本部より示された場合には、当該取扱いに基づき、業

務を実施する。 

・災害発生後に業務を遂行するために必要な職員（参集要員）は、以下のとおりとする。 

    

当校→校長、能力開発部長、調査役、学務援助課長、専門役（総務担当）及び各課・科におい

て施設から概ね１０ｋｍ圏内に居住する職員のうち指定された者。 

なお、上記の指定された者のうち参集できない場合は、同科の代理の方を指定する。 
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１１ 避難経路及び避難場所 
 

地震発生 → 机の下などに身をかくす  

→ ドアを開けて出入り口を確保 

火災発生 → 一次消火につとめる 

洪水・津波発生 → 指示に従い、Ⅰ号館４階及びⅢ号館３階へ避難 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施設内の緊急連絡先：内線２０２番 総務担当 

備蓄品保管場所：Ⅰ号館４階倉庫、Ⅲ号館３階測定保管室 

  

地震・火災時の 
避難場所 
→ グラウンド 

指示に従い、グラウンドへ避難 

洪水・津波時の職員 
及び学生の避難場所 

→ Ⅲ号館３階 

洪水・津波時の職員 
及び学生の避難場所 
→ Ⅰ号館３階・４階 

洪水・津波時の 
寮生避難場所 
→ 寮３階 



15 

１２ 周辺の避難場所・救護施設 
 

避難場所（旧南区） 

種類 施設名称 住所・電話番号・距離・時間 

避難所 

（一次避難地） 
新津小学校 

浜松市中央区新橋町 777 

TEL 053-447-0044  北西へ約 2ｋｍ 徒歩約 25分 

救護病院 

浜松南病院 
浜松市中央区白羽町 26 

TEL 053-443-2111  北東へ約 3ｋｍ 徒歩約 38分 

すずかけ 

セントラル病院 

浜松市中央区田尻町 120-1 

TEL 053-443-0111  北東へ約 1ｋｍ 徒歩約 12分 

 
※「緊急避難場所」及び「津波避難ビル」 

災害対策基本法の一部改正により、上記「避難所」と新たに「緊急避難場所.」に区分されました。 

「避難所」は自宅が倒壊・滅失等した方が一時的に生活する場所で、「緊急避難場所」はとっさに逃

げる先となります。また、浜松市は津波を想定し、津波時にとっさに逃げる先として「津波避難ビル」

も指定しています。（当校も平成２７年８月に津波避難ビルに指定されました。） 

なお、当校が所在する南区等の「避難所」及び「経路」は以下のとおり。  

（資料と併せて「浜松市ＨＰ」を引用）    

 

施設周辺の避難所等及び経路 （「浜松市防災マップ」より引用） 

 
 

 

 

 

※ 災害時、新津（しんづ）地区自治会連合会へ「避難所」として、まず「体育館、グラウンド、テニス

コート、Ｆ棟」を貸し出します。また、訓練が実施不可能な大災害時には、「Ⅰ号館３・４階、Ⅱ号

館２・３階」の各教室を貸し出します。他、浜松市等から要請があれば、協力をします。 
（新津（しんづ）地区自治会連合会とは、法枝町、小沢渡町西、小沢渡町、新橋町西、新橋町東、

倉松町、堤町、米津町、田尻町、卸本町の各自治会の連合会です）  

N 

浜松市指定の避難所 

新津小学校 
ポリテクカレッジ浜松 

救護病院 

すずかけセントラル病院 

救護病院 

浜松南病院 
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１３ 夜間・休日等勤務時間外の職員の基本行動 
 

時間外（夜間・休日）の対応 

基本行動 

職員 

・家族の安否の確認を行う。 

・周辺の安全確認を行う。 

・緊急連絡網サービス、職員の緊急連絡網により、各職員への安否等確認を行う。 

・大規模な災害が発生した場合、家族の安否が確認され、かつ現地対策本部が設置され

た場合には、当校に職員は参集する。但し、交通途絶等あるいは安全等を考慮し、当校

に参集できない場合には無理に参集する必要はない。その職員はそれぞれ住まいの地

域での避難行動をとる。 

・参集できた職員は、施設長の指示のもと参集できた職員で協力して、施設の被害状況

を確認する。 

・被害状況を確認するとともに、学生の安否をメール等で確認する。安否が確認できた状

況を取りまとめる。 

学生 

･家族の安否の確認を行う。状況に応じて（大規模な災害が発生した場合）、学校からの

安否確認の連絡を待つ。あるいは学校に安否を連絡する。 

・それぞれ住まいの地域での避難行動をとる。 

 

★学生への連絡方法 

・管理職が緊急連絡網サービスを利用し安否の確認を行う。必要に応じて、可能であれ

ば当校ＨＰ及びスマホ版に当校への緊急連絡先、対応等を載せて周知する。 

 

 

登下校の対応 

基本行動   

職員及び学生 

・登下校中に発生した場合は、状況に応じて（大規模な災害が発生した場合）、まずは命

を守る行動（それぞれの地域の一時、広域避難場所等へ避難：事前に各自で確認して

おく）を各自でとる。 

安全を確保できた場合には、学校へ安否等についてメール等で連絡をする。但し、当

校の近くまで来ていた場合は、可能な限り当校まで参集する。 
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１４ 緊急時連絡先の取扱い 
 

使用方法 

職員緊急時連絡網・安否確認システム 

・職員緊急連絡網及び緊急連絡網サービスは、外出時及び就業時間外等において、災害・事件・

事故等が発生した場合に限り使用すること。 

・職員は、原則として直属の上司に自分の状況を連絡し、指示を受けること。 

・震度５強以上の地震又は気象庁が発表する特別警報（①大雨、②暴風、③高潮、④波浪、⑤暴

風雪、⑥大雪、⑦津波、⑧火山噴火）発生時は、「安否確認システム」を使用して安否報告をす

ること。また、各管理職は、職員の安否状況を確認するとともに、追加指示メール（自宅待機、施

設への参集要請等）を送る等、迅速な対応をすること。 

・通勤途中に災害が発生した場合は、家族・住居の安全の確認を優先することとし、その後、状況

等を上司に報告すること。 

・職員緊急連絡網を使用し上司からの指示等を伝達する場合に、連絡相手が不在の際は、次の

者に連絡し、必ず不在の者に対しても連絡すること。 

・能力開発部長、学務援助課長が職員の連絡状況等について取りまとめること。 

・職員緊急連絡網は、全職員に配付し、非常時に必ず連絡が取れる体制を取ること。 

・連絡先については、適正に管理すること。 

 

訓練受講者緊急連絡先 

・緊急連絡網サービス又は各科の担任指導員から訓練受講者に連絡し、取りまとめたうえで、学

務援助課長へ報告すること。 

・訓練受講者への緊急連絡先については、オリエンテーション時に災害時の緊急連絡に限り使用

する旨を説明し、取得した個人情報（携帯電話番号、メールアドレス等）については、アクセス制

限等を講じ適正に管理すること。 

 

 

 

参考（他施設において） 

２０１１．３．１１ 東日本大震災において 

・業務で外出中に津波の被害にあったが、連絡網を常備していたため、落ち着いて対応できた。 

・個人情報保護の観点から、緊急時連絡網の一部の職員の情報しか知らなかったため、安否確

認に手間取った。 

・避難中、携帯電話は通話及びメール共に繋がり難い状況であったが、インターネットのツイッタ

ーやＳＮＳサービスは比較的繋がったので、安否確認などに活用できた。 

⇒避難訓練などの一部として、災害用伝言版やツイッターなどの使用方法を確認しましょう。 

・収集した情報は、会議室の壁にまとめて張り出すなどして、情報の共有と一元化を図った。 

 

 

 

  



18 

１５ 緊急避難後の確認及び報告 
 

確認事項及び報告 

項 目 方 法 責任者 

職員の安否確認 
緊急連絡網サービス又は職員緊急連絡

網による電話、メール等により確認 
調査役（総務担当） 

訓練受講者の安否確認 

緊急連絡網サービス又は各科指導員に

よる電話、メール等により確認後、学務援

助課長へ報告（ＨＰ、スマホ等も活用） 

学務援助課長 

建物・設備の被害状況の

把握 

実習場及び教室等については管理してい

る科、共用部分については総務課及び自

衛防災組織の通報連絡班、消火班にお

いて確認 

調査役（総務担当） 

訓練用機器の被害状況

の把握 

管理している科で確認の後、学務援助課

長に連絡 
学務援助課長 

ライフラインの被害状況

の把握 

総務課及び自衛防災組織の通報連絡班

において確認 
調査役（総務担当） 

本部への報告 

本部総務部総務課及び担当課に、確認し

た施設の状況を報告 

（別紙「参考３」を参照） 

調査役（総務担当） 

 

・災害用伝言サービス 

 
※「NTT 西日本 ホームページ」より引用 
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・「災害伝言ダイヤル 171」 

 
※「NTT 西日本 ホームページ」より引用 

 

 

 

・「災害用伝言板web171」 

 
※「NTT 西日本 ホームページ」より引用 
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１６ 関係機関連絡先及び情報収集など 
 

近隣の病院リスト 

専門 病院名 診療時間 電話番号 住所 

総合病院外科・ 

内科・整形外科など 

すずかけ 

セントラル病院 

 9:00～12:00 

13:30～17:00 
※受付は 30 分前 

※土日祝休診 

053-443-0111 中央区田尻町 120-1 

浜松南病院 

 8:30～11:30 

13:30～17:00 
※受付は 30 分前 

※土日祝休診 

053-443-2111 中央区白羽町 26 

内科 丸山クリニック 

 9:00～12:00 

14:00～17:00 
※火曜休診 

※木・土曜午前のみ 

053-443-2266 中央区法枝町 222-1 

 

役所など連絡先 

名称 電話番号 E-mail・ホームページアドレス・住所 

浜松市役所 

危機管理課 
053-457-2537 

bosai@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

浜松市中央区元城町 103-2 

浜松市南消防署 053-442-0119 
hfdminami@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

浜松市中央区森田町 98 

浜松東警察署 053-460-0110 
https://www.pref.shizuoka.jp/police/keisatusho/hamahigasi/index.html 

浜松市中央区相生町 14-10 

機構本部 

総務部 

043-213-6000 

企画部 

043-213-6541 

kikou-saigai@docomo.ne.jp 

千葉市美浜区若葉 3-1-2 高度職業能力開発促進センター 

 

総務部 FAX 043-213-6808 

企画部 FAX 043-213-6559 

 

ラジオ局など 

ラジオ局名 周波数・ＵＲＬ 

ＮＨＫ第一放送局 ５７６ＫＨｚ 

ＳＢＳラジオ １４０４ＫＨｚ 

ＮＨＫネットラジオ https://www.nhk.or.jp/radio/ 

ＦＭ Ｋ－ＭＩＸ ７８．４ＭＨｚ 

 

参考（他施設において） 

２０１１．３．１１ 東日本大震災において 

・避難中、警察署、消防署、テレビ局などに連絡を試み、どうにか繋がったラジオ局に２００人避難

中という状況をメール送信できたため、避難状況が報道された。 

・震災発生日、電気・通信設備が使用できない状況において、市役所に行き避難所登録したとこ

ろ、食料が届けられた。 

・電話などが繋がり難い状況で、震災発生３日後に市役所に設置された非常用電話により本部に

状況報告ができた。 

mailto:bosai@city.hamamatsu.shizuoka.jp
mailto:hfdminami@city.hamamatsu.shizuoka.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/police/keisatusho/hamahigasi/index.html
https://www.nhk.or.jp/radio/
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１７ 備蓄品の一覧 

保管場所：Ⅰ号館４階倉庫、Ⅲ号館３階機器保管庫、男子寮３１０号室 

（１）食料品 

 
  

Ⅰ Ⅲ 寮 計

飲料水 黒部５年保存水　備蓄用　500ml 900 360 540 1,800 本

食料

乾パン
三立製菓 缶入りカンパン 100g

（410kcal）
150 60 90 300 缶

ご飯①
サタケ　マジックライス　保存食　わかめご飯

（355kcal）
150 60 90 300 個

ご飯②
サタケ　マジックライス　保存食　青菜ご飯

（351kcal）
150 60 90 300 個

おかゆ 尾西食品　梅がゆ（151kcal） 150 60 90 300 個

ようかん
井村屋　えいようかん　60g×5本入

（171kcal/本）
30 12 18 60 箱

ビスケット
東ハト　ハーベスト保存缶　香ばしセサミ

88g（4枚×８包）
150 60 90 300 缶

紙コップ 90ml 150 60 90 300 個

紙皿 20cm 550 180 270 1,000 枚

紙お椀 150 60 90 300 個

カセットコンロ 2 1 1 4 台

ガスボンベ 20 5 5 30 本 1本1時間程度もつ

単位 備考
保管数

品目 仕様・市販名
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（２）消耗品 

 
  

Ⅰ Ⅲ 寮 計

ティッシュペーパー ネピアティッシュ　150組/箱　5箱パック 180 60 120 360 箱

タオル
340mm×850mm

N108J-BL-5P　25枚パック
80 20 50 150 枚

ゴミ袋

20L 450 180 270 900 枚

45L 450 180 270 900 枚

70L 30 10 10 50 枚

90L 30 10 10 50 枚

使い捨てカイロ
マイコール（株）　【常備用カイロ】常備用オ

ンパックス 10個入 5年保存
150 60 90 300 個

軍手 106 20 30 156 双

文房具（メモ帳・はさみ・カッター） 1 1 1 3 セット

麻紐 200m 1 1 1 3 巻

PSロープ 5 2 3 10 本

布テープ 50mm×25m 2 2 1 5 巻

防災用トイレ袋 サンコー　凝固剤・汚物袋　50個入/箱 750 300 450 1,500 個

土嚢（吸水タイプ） 50 20 30 100 個

単位 備考
保管数

品目 仕様・市販名
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（３）備品 

  

Ⅰ Ⅲ 寮 計

手回し式携帯用ラジオ 4 1 1 6 台

懐中電灯 3 1 1 5 台

拡声器 3 1 1 5 台

救助用工具セット 2 1 1 4 セット

発電機 1 1 2 台

乾電池

単1 20 20 20 60 本

単3 40 40 40 120 本

笛 1 1 1 3 個

ヘルメット 10 10 個

ロープ 50ｍ 1 1 本

座布団 40㎝角 100 20 30 150 枚

毛布 SPEⅢ　30HB　1.3kg 20 10 10 40 枚

非常用保温アルミシート 50 20 30 100 枚

保温シート 50 20 30 100 枚

ブルーシート
#3000（厚手）BS-5472（M）

5.4m×7.2m
10 5 5 20 枚

長袖ジャンパー
（ナイロン） 177 20 30 227 着

ベスト
（ナイロン） 20 20 40 着

雨具（カッパ） 20 2 22 着

バケツ 15L 5 5 5 15 個

バケツ 45L 5 5 5 15 個

ポリタンク 10L 15 5 5 25 個

単位 備考
保管数

品目 仕様・市販名
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（４）医薬品 

  

Ⅰ Ⅲ 寮 計

脱脂綿 4 2 2 8 袋

綿棒 200本入 2 1 1 4 箱

三角巾 4 2 2 8 袋

包帯
ニチバン 自着性伸縮包帯 つきつきホータイ

Lサイズ 6cmX3m
4 2 2 8 巻

包帯止め 4 2 2 8 袋

滅菌ガーゼ
白十字　滅菌済ガーゼ FCステラーゼ

L徳用　24枚入/箱
2 1 1 4 箱

瞬間冷却材　
【小林製薬】熱中対策タオルに氷をつくるスプ

レー230ml
4 2 2 8 本

オロナイン 11g 4 2 2 8 個

キンカン 55ml 4 2 2 8 個

ヨードチンキ 50ml 4 2 2 8 個

アルボナース 900ml 4 2 2 8 個

つめ切り 4 2 2 8 個

とげ抜き 4 2 2 8 個

体温計 4 2 2 8 個

ハサミ 4 2 2 8 個

ピンセット 4 2 2 8 個

やけど用スプレー 小林製薬　アッチQQ 40g 4 2 2 8 本

消毒液 70ml 4 2 2 8 本

バンドエイド
バンドエイド 救急絆創膏 超フィット Mサイズ

50枚/箱
4 2 2 8 箱

マスク 50枚入/箱 150 60 90 300 枚

品目 仕様・市販名 単位 備考
保管数
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１８ 緊急時持ち出し品 

 

持ち出し品 

・マスターキー（金庫内：総務担当対応） 

・携帯用ラジオ（総務担当） 

・安否確認（人数確認）用名簿（総務担当） 

・職員緊急連絡網（各人） 

・施設防災マニュアル（各人） 

・無線機（総務担当） 

・医薬品箱（消毒薬、ガーゼなど）（各科） 

・懐中電灯（総務担当他） 

・公用携帯電話・充電器（総務担当） 

・予備乾電池（総務担当) 

 

 

 

１９ 応急手当（出血、骨折、やけど、心肺蘇生） 
 

怪我に対する注意事項 

・対応の遅れが悪化に繋がることもあるため、速やかにかつ慎重に対応すること。 

・小さな怪我や火傷でも適切に手当をすること。 

・目に異物が入った時は、絶対に目をこすらないで洗顔すること。 

・打撲やねんざは､傷が無くても内出血や骨折などの心配があることから､医師の手当を受けること｡ 

・訓練受講者などが怪我をした場合は、通院や治療について適切に対応すること。 

 

大怪我などに対する注意事項 

・ショックで倒れる恐れがあるため、ゆっくりと寝かせ、頭を少し上げ、嘔吐がある場合は顔を横にす

ること。 

・出血、火傷、外傷のない痛みがないか調べること。 

・無理に動かさず、出来るだけ保温することに努めること。 

・意識が無い場合は、水などを飲ませないよう注意すること。 

・自分の怪我などを見ないようにさせ、元気づける声掛けをすること。 

 
 

※要救護者の吐物は、対応する者へ感染症を引き起こすおそれがあります。ビニール手袋、清潔な

ごみ袋等を手に巻く等、感染症予防に努めることが重要です。 
 

 
※「総務省消防庁 わたしの防災サバイバル手帳」より引用  
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※「総務省消防庁 わたしの防災サバイバル手帳」より引用 
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相模原市ホームページ「防災ガイドブック」より引用 
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参考１ 防災自己チェックリスト 
 

 

 

 

□ 災害発生時に取るべき行動を把握していますか 

 

□ 受講者・来所者に対して伝えるべき内容を把握していますか 

 

□ 避難場所を把握していますか 

 

□ 自分の役割を把握していますか 

 

□ 安否確認を誰に報告するか把握していますか 

 

□ 連絡手段を確保していますか（携帯電源のバックアップなど） 

 

□ 身を守るための品を持っていますか（ハンカチ、飲料・菓子、上着等） 
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参考２ 浜松市南区 避難行動計画 
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参考３ 地震・火災に係る災害状況報告 
 

 

              

第 報

年 月 日 （ ） 時 分

※「被害の有無等」欄において、該当項目の「□」をプルダウンリストから「■」を選択し表示させること。

※当該様式による２回目以降の報告に当たっては、更新情報箇所を朱書き表示すること。

◎ 安否確認システムの作動状況 ・ □ ・ □

1

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

※大規模災害発生時、施設内において警備や清掃等の委託業務に従事していた者のこと。

2

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

3

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

別添３－２

令和 現在

に係る現地状況報告（発生した災害の仮称等を記載）

項目 被害の有無等 状況等

人的被害状況

施設名：

被害有

被害無

確認中

(1) 施設職員

(2)
訓練生、学生、

利用者

被害有

(4)
委託業務従事者

（※）

被害有

被害無

確認中

被害無

確認中

(3) 外部講師

被害有

被害無

確認中

出勤等状況

(1) 施設職員

影響有

影響無

確認中

(2)
訓練生、学生、

利用者

影響有

影響無

確認中

(3) 外部講師

影響有

影響無

確認中

施設設備等被害状況

(1) 施設設備

被害有

被害無

確認中

(2) 基幹ネットワーク

(4) 電話

被害有

被害無

確認中

被害有

被害無

確認中

(3) 電気

被害有

被害無

確認中

(6) ガス

被害有

被害無

確認中

(5) 水道

被害有

被害無

確認中

作動 未作動
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4

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

・ □

5 その他連絡事項

【報告先】

・ 広域センター及び職業大 → 本部総務部総務課

・ 上記以外の施設 → 本部企画部地方課　（支部総務課へ同報）

(1) 離職者訓練

実施

中止（休講）

計画（該当）なし

その他

(2)

中止（休講）

計画（該当）なし

その他

(3) 学卒者訓練

実施

職業準備支援

実施

中止（休講）

計画（該当）なし

その他

(6) その他

実施

中止（休講）

その他

(5) リワーク支援

実施

中止（休講）

計画（該当）なし

その他

(4)

在職者訓練

実施

中止（休講）

計画（該当）なし

その他

業務運営状況


